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概要・目次
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反映されてきました。現在では、より効率的に棚割管理を行える各機能の

改善・向上が重ねられ、スーパーマーケット・ドラッグストアをはじめとする

小売業様への導入実績・シェアは国内トップレベルとなっています。
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棚割作成 - 便利な基本機能① -

初心者にも分かり易いユーザーインターフェイス

↑「新規作成」「開く」「保存」と
いったなじみ深いボタン群。

マウスクリック操作中心で手軽に作業が完結
「商品配置」「什器配置」「POP配置」「図形配置」といった棚割に必要な機能を
網羅しています。各機能の多くがマウス操作のみで完結します。

メーカー・卸の棚割システムとの互換性

棚POWERだけでなく、メーカー・卸向けの他社棚割システムとも互換性があるため、
取引先が作成した棚割モデルの取込みや、商品マスターの取込みも容易です。

「共通棚割情報 PTS形式」
「プラネット形式」 対応

← よく使うボタンの「お気に入り登録（QAT）」
など、使いやすさを追求しています。

↑棚割編集に関する機能も、分かり易いアイコン表示で直感的に操作可能です。
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棚割作成 - 便利な基本機能② -

複数の棚割を並べて同時編集 JANコード一覧から商品をコピー＆ペースト

取引先から入手した新規採用候補の商品一覧のデータなどからJANコードを
コピーして店POWER上に直接貼り付けが可能です。
陳列候補商品の呼出し時間が大幅に短縮されます。

図形配置による直感的な記録・装飾

最大で4つの棚割モデルを
同時に開いて編集可能です。
棚割モデル間での商品や
什器の移動も可能なため、
過去の棚割を組み換えて
新規棚割を作成する際や、
大型パターンを分解して小型
パターンを作成する際などの
作業性が向上します。

棚割上に自由に図形（線、四角形、円
など）や文字、写真の入力が可能です。
棚割展開時のキャンペーン情報や、
販促計画のメモなどを自由かつ直感的に
配置可能です。
過去の棚割を見返す際にも、手軽に
当時の販促計画やメモを含めた棚割
確認が可能になります。

サイズ情報によるシミュレーション

商品サイズ、什器サイズを元に、
陳列可能なフェイス数や奥行き
個数を自動計算します。
各陳列データを保持して基幹
システムへ連携可能です。

サイズによる制限を掛けるだけで
なく、商品の圧縮や什器の連結、
棚高干渉の切り替えによって、
陳列の自由度も維持します。

圧縮陳列（上段）

コピー＆ペースト
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棚割作成 - 便利な基本機能③ -

複数の棚割を一括で編集

期中の商品差替えの際など、いちいち棚割
モデルを開いて編集する手間をかけたく
ない場合は、一括編集機能が便利です。

棚割作成後、関連情報の登録

「商品一括入換」機能では、商品の1対1の
入替え、一括削除、1対Nの入替えを手軽に
行えます。

棚割の保存後は、事後作業として「発注」数や、「最大・最小在庫」「削除指示」の設定が可能です。

改装時や新店時の初回発注量を
入力。発注システムへ連携して
送り込みに利用できます。

店別、商品別の最大・最小
在庫数を任意の値で設定可能
です。自動発注システムへ連携
して発注量をコントロール可能
です。（最大在庫、最小在庫は
事後作業で入力しなくても
「在庫」初期値や｢フェイス数」の
値を利用して連携可能）

棚替えによってカットされる商品の
カット方法を指定可能です。
「売切」「返品」「廃棄」など、
商品ごとの削除方法の指示を、
棚替え指示書に表示可能です。
連携データとして基幹システム
への連携も可能です。

発注 最大・最小在庫 削除指示
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パターン単位での棚割管理

棚割モデル保存時に種別を選択

提案モデル…

実施モデル…

店舗棚割…

提案モデル 実施モデル

店舗と紐付かない仮の棚割モデル。作成中の状態や、
取引先から入手した提案棚割など。

実施モデルと店舗を紐付けることで、自動的に店別の棚割
情報が生成されます。
地元の商品などがある場合、パターン棚割を変更せずに
店舗棚割だけを変更することも可能です。

ユーザーのIDによって使用可能な機能の

制限を掛けられるため、棚割起案者が

「提案モデル」を作成し、承認者が「実施

モデルに変換する」という業務プロセスも

可能です。

実際に店舗で採用する棚割モデル。パターン棚割として、
複数の店舗に紐付けることが可能です。
店舗に紐付けると、以後は実施モデルの変更に伴い、紐付く
全店のデータが一括で更新されます。

店舗
棚割

店舗
棚割

店舗
棚割
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棚割と店舗の紐付け

マウスクリックのみで簡単に紐付け・変更

保存された実施モデルに対して、紐付く店舗を指定

マウスクリックのみで簡単に紐付け・変更可能

同じ棚割でも、客動線の違いから反転陳列させたい

右クリックで「反転」登録も可能（緑色で表示）

店舗に対してパターン棚割を紐付ける場合…

既存店と同じパターン棚割を採用することも可能

以後、反転させた店舗に対しては、指示書も反転された状態で発行

方法① 「パターン棚割」に対して店舗を紐付ける（左上画像）

方法② 「店舗」に対してパターン棚割を紐付ける（左下画像）

作業が早く完了

方法①

方法②

「反転」登録されている店舗を緑色で表示
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棚替えスケジュールの管理

棚割スケジュールの管理

例）

・物流の都合で新商品の店着日が異なる場合

・改装スケジュールの都合で展開日が異なる場合 など

「棚割スケジュール」機能

実施モデルを保存する 「棚割変更日」を

指定して保存

既に登録済の棚割スケジュールの確認・自由変更が可能

棚割と店舗を紐付ける

スケジュールは、複数の未来分を同時に管理可能

店によって棚割変更日を変えたい場合…

個店ごとに異なる日付に変更可能

個店ごとに異なる日付に変更

複数の未来分
棚割スケジュールを
同時に管理
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棚割の分析 - ハイライト・分析検証機能 -

データを見える化し、棚割の実績を確認・課題点を発見

例）

・売上の低い商品をゴールデンゾーンに配置して
いないか？
（スペースを有効活用できていない）

・売上の高い商品のフェイス数が少なくないか？
（欠品の可能性）

・回転率がバラバラになっていないか？
（品出し作業のサイクルに無駄が発生)

例）

・品揃え量が多いのに、売上が低い
価格帯は無いか？

・品揃え量が少ないのに、売上の高い
価格帯が無いか？

＝価格戦略と顧客ニーズに差が無いか？

例）

・品揃え量が多いのに、売上が高い/
低い品種は無いか？
（品揃え戦略と顧客ニーズに差が

無いか？）

・品揃え量が少ないのに、売上の高い/

低いメーカーは無いか？
（どのメーカーをカテゴリーキャプテンに
するべきか？）

色分け（ハイライト機能）

売上実績、ABC分析、回転率、PI値などによる

色分け表示で課題点を発見

分析検証‐価格帯グラフ

棚割の価格帯ごとの品揃え量

（フェイス数、在庫数、容積など）と、

売上実績（数量、金額など）を比較

分析検証‐構成比率表

棚割の商品分類ごとの品揃え量

（フェイス数、在庫数、容積など）と、

売上実績（数量、金額など）を比較
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棚割の作業指示書

ビジュアル的な作業指示書、新旧比較による追加商品/カット商品把握

新旧の棚割を比較して、追加商品、カット商品、移動
商品をリストアップします。
商品のＪＡＮコード、名前、陳列場所などの情報を確認
可能です。

次回の棚割の図（画像）、表を並べて表示します。
新旧の棚割を比較し、新規商品や移動商品に色を付けて表示することも
できるため作業対象商品をすぐに確認可能です。

ＰＯＷＥＲ ＳＣＲＥＥＮと連携させることで、帳票の
自動作成・自動公開が可能になります。

例） 毎週月曜、1ヶ月分の作業指示書を自動発行 など

追加変更一覧表

追加変更棚割図表



業務 従来の流れ 課題
陳列データ活用に

よる変化
改善

プライスカード発行
ＪＡＮコード順、五十音順
などで発行

店頭での設置作業に
時間がかかる

プライスカードを陳列の順で発行 設置速度の向上

ネットスーパー
（店舗型）

注文品を店頭スタッフが集める 店頭での収集に時間がかかる 注文リストを陳列の順で発行 収集速度の向上

納品 メーカー毎にまとまって納品
店頭での陳列作業に
時間がかかる

棚割や通路ごとにまとまって納品 陳列速度の向上

店舗内検索
目的の商品を見つけられない
来店客は、店舗スタッフに質問

スタッフが捕まらない。スタッフも
分からない。時間がかかる。

店頭の検索システムで、どの商品
（カテゴリー）が何番通路にあるか
検索可能に

・来店客への迅速な
情報提供
・セルフ化

自動発注
（全般）

各店舗の取扱商品の
登録が必要

棚割変更のたびに
入力作業が発生

店別の採用商品データの連動 入力作業の削減

自動発注
（需要予測）

シーズン等によって
発注量が常に変化

「棚に乗りきらない」「フェイスが
埋まらない」過剰／過少発注

店別／アイテム別の陳列可能数、
フェイス数を連動

バックヤード在庫、
再発注作業の減少

プライスカード、
ＰＯＰの作成

フェイス数によって、プライス
カードやＰＯＰのサイズが変化

棚割を見つつ、手作業で
単品毎の指定が必要

店別／アイテム別のフェイス数を連動
必要サイズを
自動で判別

ＤＷＨでの分析
売上情報、顧客情報などを
利用した分析

陳列の要因が分析に
反映されない

店別／アイテム別の
・フェイス数
・陳列場所
・フロアの専有面積等の
データを集計連動（※）

分析精度の向上

什器の発注
棚割表を元に、必要な什器の
種類・数を計算して発注

新店/改装時に毎回、
集計作業が発生。

使用什器の種類、数を
自動的に集計。（※）

什器発注業務
の効率化
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参考① - 他システムでの陳列データ活用例 -

※自社独自の形式・ルールに対応させるためのカスタマイズを実施



基幹系システム
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参考② - 関連システムを含めた全体フローの例 -

・追加変更一覧表

・棚割表 等

個店棚割

指
示
書

商品情報 売上情報

売上
情報

商品
情報

各種
マスター

マスター類の連携

陳列
データ

陳列データ抽出、後続業務へ利用

プライスカード
発行データ

自動発注
連携

初回発注
データ構築

物流センター
連携

TP-INOUT

パターン棚割作成

棚割分析
（可視化・データ集計）

フロアレイアウト作成

フロアレイアウト分析

報告確認

店舗本部

棚割計画

レイアウト管理

店頭作業

指示書自動発行

各種情報入力

各種
マスター

取引先からの
棚割提案

実棚シミュ
レーション

初回発注量入力

削除方法入力
（返品・売切などの指示）

最大・最小
在庫数設定

作業報告

棚割と店舗の紐付け
（原則初回のみ）

フロアと棚割の割付

陳列
データ

店別/売場別
指示書発行

棚替スケジュール決定

TP-INOUT

棚替作業


